
まちの話題

4きらりと光る　まち　日野町

秋
の
味
覚
、
新
鮮
野
菜
が
集
合

滝
山
公
園
で
滝た

き
や
ま山
不
動
市
を
開
催

　

10
月
11
日
、
滝
山
公
園
（
中
菅
）
で

滝た
き
や
ま山
不
動
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
菅
地
区
の
高
齢
者
に
「
生

き
が
い
」
を
持
ち
「
健
康
で
長
生
き
」

を
目
標
に
毎
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
も

ら
お
う
と
「
天
郷
坂
に
集
ま
ろ
会
（
坪

倉
敏
代
表
）」
が
町
の
地
域
活
動
支
援
交

付
金
を
活
用
し
初
め
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
地
元
の
人
が
収
穫
し
た
野

菜
や
花
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
開
始
前
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
来
場
者

は
、
ネ
ギ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
新
鮮
な
野

菜
の
ほ
か
、
こ
の
秋
に
収
穫
さ
れ
た
ば

か
り
の
新
米
や
キ
ノ
コ
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
手
打
ち
そ
ば
の
実
演
販

売
や
石
焼
き
芋
の
試
食
な
ど
も
行
わ
れ
、

晴
れ
渡
っ
た
秋
空
の
下
、
来
場
者
や
出

店
者
ら
の
活
気
や
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

天
郷
坂
に
集
ま
ろ
会
で
は
、
今
後
も
中

菅
に
あ
る
元
ベ
ア
リ
ン
グ
工
場
建
屋
を

利
用
し
、
野
菜
や
花
の
販
売
を
行
っ
て

い
く
ほ
か
、
工
場
建
屋
を
自
転
車
・
オ
ー

ト
バ
イ
愛
好
者
の
た
ま
り
場
と
し
て
す

で
に
開
設
し
て
お
り
、
地
域
に
活
気
や

元
気
な
姿
が
あ
ふ
れ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

野菜などを買い求める人らで活気あふれる多くの新鮮な野菜が並ぶ

待
ち
に
待
っ
た
秋
の
収
穫

保
育
所
と
津
地
自
治
会
が

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
交
流

　

10
月
16
日
、津
地
地
内
の
畑
で
ひ
の
っ

こ
保
育
所
と
津
地
自
治
会
と
の
サ
ツ
マ

イ
モ
掘
り
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
保
育
所

か
ら
39
人
の
園
児
が
参
加
。
６
月
に
一

緒
に
植
え
た
３
０
０
本
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
津
地
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
収
穫
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
い
っ
ぱ
い
」「
お
っ

き
い
」
な
ど
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
の
後
は
、
み
ん
な

で
焼
き
芋
を
食
べ
た
ほ
か
、
持
参
し
た

袋
い
っ
ぱ
い
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
持
ち
帰

り
、
大
満
足
の
収
穫
祭
と
な
り
ま
し
た
。

たくさんとれたね「おっきい！」

〝
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
〟
長
寿
を
お
祝
い

黒
坂
・
菅
福
地
区
「
手
づ
く
り
」
の
敬
老
会　

10
月
12
日
、
町
公
民
館
で
、
黒
坂
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
（
中
原
明
会

長
）
主
催
の
手
作
り
敬
老
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
黒
坂
・
菅
福
地
区
の
75
歳

以
上
の
高
齢
者
76
人
が
出
席
し
、
日
翔

会
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
の
披
露
や
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
の
お
も
て
な
し
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
長
寿
と
健
康
を
祝
い
弁
当
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
お
楽
し
み
抽
選

会
も
行
わ
れ
、
出
席
者
は
余
興
や
会
話

な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

おいしい料理を囲み会話が弾む
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体
力
づ
く
り
・
健
康
増
進
を
図
る

日
野
町
駅
伝
競
走
大
会

　

根
雨
の
ま
ち
な
か
を
友
人
や
学
校
、
職

場
の
仲
間
た
ち
と
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ゴ
ー

ル
を
目
指
す
、
第
55
回
体
力
づ
く
り
日
野

町
駅
伝
競
走
大
会
が
、
10
月
18
日
、
役
場

前
駐
車
場
を
発
着
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
役
場
か
ら
根
雨
3
区
を
折
り

返
す
（
１
㌔
）、
小
学
生
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

低
学
年
の
部
に
9
人
、
役
場
か
ら
根
雨
1

区
を
折
り
返
す
（
１
・
８
㌔
）、
小
学
生
高

学
年
の
部
に
22
人
が
出
場
。
駅
伝
の
部
に

は
、
地
域
や
事
業
所
な
ど
か
ら
７
チ
ー
ム
、

中
学
生
か
ら
2
チ
ー
ム
、
高
校
生
か
ら
３

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、
沿
道
か
ら
の

家
族
や
友
人
、
職
場
の
仲
間
た
ち
、
地
域

の
人
が
送
る
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
選
手

は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
走
り
抜
け
ま
し
た
。

【
結
果
】
※
優
勝
者
・
チ
ー
ム
の
み

▼
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

（
小
学
生
低
学
年
の
部
・
１
㌔
）

男
子
＝
宮
田
英
治
さ
ん
（
４
分
38
秒
）

女
子
＝
宮
脇
彩
華
さ
ん
（
５
分
０
秒
）

（
小
学
生
高
学
年
の
部
・
１
・
８
㌔
）

男
子
＝
宮
脇
天
馬
さ
ん
（
７
分
31
秒
）

女
子
＝
景
山
杏
海
さ
ん
（
7
分
40
秒
）

▼
駅
伝
（
１
チ
ー
ム
3
人
・
１
人
２
㌔
）

一
般
の
部
＝
走
る
な
か
ま
た
ち

高
校
生
の
部
＝
日
野
高
校
陸
上
野
球
部
Ａ

中
学
生
の
部
＝
日
南
中
陸
上
部

女
子
の
部
＝
日
野
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

沿道からの声援を受けながら元気いっぱいにスタートゴールまであと少し、最後の力をふりしぼる

俳
句
列
車
、
日
野
路
を
走
る

第
6
回
ひ
の
俳
句
大
会
開
催

　

10
月
19
日
、
秋
恒
例
の
第
6
回
ひ

の
俳
句
大
会
（「
日
野
町
を
俳
句
の

里
に
」
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
回
は
3
部
で
構
成
さ

れ
、
第
1
部
は
Ｊ
Ｒ
の
協
力
に
よ
り

臨
時
列
車
『
奥
日
野
俳
句
号
』
が
米

子
駅
か
ら
黒
坂
駅
ま
で
運
行
さ
れ
、

参
加
者
30
数
名
が
車
窓
風
景
を
句
に

詠
む
と
い
う
趣
向
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
2
部
は
、
黒
坂
駅
か
ら
２
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
、
鵜
の
池
と
下
黒

坂
地
区
を
散
策
・
吟
行
し
ま
し
た
。

そ
し
て
第
3
部
で
は
、
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ひ
の
に
移
動
し
、
町
内
か
ら
の
参

加
者
も
合
流
。
車
窓
句
と
吟
行
句
に

加
え
、
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
き
た
題

材
自
由
句
を
提
出
し
て
優
秀
句
を
選

出
・
表
彰
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
14
人

に
は
、
日
野
町
産
の
野
菜
詰
め
合
わ

せ
セ
ッ
ト
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
新
聞
社
の
俳

句
投
稿
の
選
者
も
み
ら
れ
、「
俳
句

大
会
に
は
一
度
来
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
」
と
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
ま
た
、「
来
年
は
春
と
秋
に

開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
発
表
さ
れ

た
俳
句
の
数
は
２
４
０
句
、
こ
の
模

様
は
テ
レ
ビ
で
も
放
送
さ
れ
た
ほ

か
、
後
日
作
品
集
と
し
て
も
刊
行
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　

俳
句
、
そ
し
て
秋
の
日
野
路
を
満

喫
し
た
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

車窓風景を眺め、思いを巡らす参加者

【
主
な
入
選
句
】

▼
車
窓
句
の
部　

特
選
第
一
席

空
き
高
く
峡か
い

の
深
さ
を
車
窓
に
も

　
　
　
（
中
前
淳
子
さ
ん
・
湯
梨
浜
町
）

峡
の
汽
車
触
る
る
ば
か
り
の
薄す

す
き
か
な

　
　
　
　
（
小
谷
里
子
さ
ん
・
南
部
町
）

▼
吟
行
句
の
部

余よ
そ
も
の

所
者
に
杣そ
ま
び
と人
や
さ
し
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
（
岩
水
節
子
さ
ん
・
米
子
市
）

山
影
に
出
て
は
入
り
て
鴛お

し鴦
百
羽

　
　
　
　
（
奥
田
節
世
さ
ん
・
米
子
市
）

▼
題
材
自
由
句
の
部

焼や
き
い
も藷
を
二
つ
に
わ
っ
て
一
人
か
な

　
　
　
　
（
松
田
久
江
さ
ん
・
米
子
市
）

橋
を
も
て
つ
な
ぐ
集
落
鳥
渡
る

　
　
　
（
景
山
み
ど
り
さ
ん
・
境
港
市
）


